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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
農
業
委
員
会
の
改
革
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
農
業
委
員
会
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以

下
「
農
業
委
員
会
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
の
農
業
委
員
会
の
数
、
農

業
者
の
数
、
農
地
の
面
積
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
の
状
況
等
の
基
準
に
従
っ
て
都
道
府
県
に
交
付
さ
れ
て
い
る
が
、

当
該
基
準
は
各
農
業
委
員
会
の
活
動
の
量
及
び
実
績
を
踏
ま
え
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
適
正
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

 
 

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
額
を
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
従
来
の
農
業
委
員
会

交
付
金
の
一
部
の
市
町
村
へ
の
税
源
移
譲
以
降
、
当
該
基
準
に
従
っ
て
交
付
さ
れ
る
農
業
委
員
会
交
付
金
と
税
源
移
譲
分
も

含
め
た
市
町
村
の
一
般
財
源
の
双
方
で
確
保
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
各
市
町
村
の
実
態
に
合
わ
せ
て
当
該
交
付
金
及
び
一

般
財
源
を
活
用
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
令
和
五
年
度
ま
で
に
全
農
地
面
積
の
八
割
」
を
農
業
の
担
い
手
へ
集
積
す
る
と
い
う
目
標
の
達
成
に
向
け
て



 

２ 

 

は
、
農
業
委
員
会
だ
け
で
は
な
く
、
市
町
村
、
農
地
中
間
管
理
機
構
等
の
地
域
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
百
一
号
）
第
一
条
、
第
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
六
条
に
お
い
て
、
当
該
地
域
の
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま

え
て
連
携
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

農
林
水
産
省
は
、
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
会
の
委
員
に
占
め
る
女
性
委
員
の
割
合
を
高
め
る
た
め
、
委
員
の
改
選
に
当
た
っ

て
女
性
の
候
補
者
が
十
分
に
い
な
い
場
合
は
、
女
性
の
農
業
者
等
に
対
し
応
募
を
働
き
掛
け
る
等
の
取
組
を
行
う
よ
う
、
農

業
委
員
会
等
へ
の
依
頼
を
行
っ
て
き
た
。 

 
 

こ
う
し
た
取
組
に
加
え
て
、
令
和
三
年
度
予
算
で
、
女
性
の
農
業
者
等
と
現
役
の
女
性
委
員
と
の
交
流
等
へ
の
支
援
を
措

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
御
指
摘
の
「
女
性
委
員
三
割
の
目
標
」
の
達
成
に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
継
続

し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

農
業
委
員
会
は
農
業
委
員
会
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
農

地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
等
の
事
務
を
所
掌
す
る
行
政
委
員

会
で
あ
る
一
方
、
農
業
協
同
組
合
は
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
に
規
定
す
る
組
合

員
の
事
業
又
は
生
活
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
等
を
行
う
協
同
組
合
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
性
格
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
一
概
に
農
業
委
員
会
の
数
と
農
業
協
同
組
合
の
数
と
を
比
較
し
て
論
ず
る
の
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
を
行
う
ほ
か
、
農
業
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

に
関
す
る
事
務
、
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
の
運
用
等
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
適
切
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
地
域
の
農
地
の
利
用
状
況
に
精
通
す
る
者
が
そ
の
事
務
を
担
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
市
町
村

ご
と
に
農
業
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。 


